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2026年3月期 決算概要

1
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2026年3月期 決算のポイント

米国における関税影響等はあったものの、売上高、各段階利益(営業利益を除く)は過去最高を更新

営業利益は、人的資本投資等の増加影響があったが、特に北米における原価低減が進展、収益性が
大幅に改善し3期連続の増益

1. 2026年3月期実績

2. 2027年3月期予想

3. 資本政策/株主還元

中東情勢など外部環境の不確実性等が高いことに加え、自動車生産台数の減少および材料価格の高
騰を前提として、減収減益を見込む
中長期経営計画に基づき、 ESquare®(イースクエア)の拡販や欧州戦略を推進するとともに、原価低減
の取り組みを強化し、収益性向上を図る

2026年3月期は純資産の約５％（約49億円）に相当する政策保有株式の売却を実施
発行済株式総数の約6％相当（約74億円）の自己株式取得を実施し、株主資本圧縮を進めた
当期末の配当はDOE8％程度とする配当方針に基づき、92円/株とする
(中間配当91円/株に対しプラス1円）
2027年3月期も同様にDOE8％程度の配当方針を維持し、年間配当は184円/株を予定
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2026年3月期 決算ハイライト

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する
当期純利益

5期連続増収

1,221億円

前期比 +1.2%

3期連続増益

90億円

前期比 +23.6%

2期ぶり増益

111億円

前期比 +46.9%

2期ぶり増益

109億円

前期比 +176.9%

北米セグメントにおける当社受注車種の増産と為替の寄与により、売上高は過去最高となった
原価改善プロジェクトを立ち上げ、海外拠点間の連携強化を推進した結果、メキシコ拠点の業績
回復を実現し、増益に寄与
政策保有株式の売却により、投資有価証券売却益44億円を特別利益に計上

過去最高 過去最高 過去最高
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2026年3月期 連結業績

増減率増減2026年3月期2025年3月期（百万円）

1.2％1,498122,138120,639売上高

23.6％1,7279,052
(7.4%)

7,324
(6.1%)

営業利益
（営業利益率）

46.9％3,57211,1897,617経常利益

176.9％7,00210,9603,957親会社株主に帰属する
当期純利益

―7.9pt12.5％4.6％ROE

―0.8pt5.5％4.7％ROIC

―△3.9pt59.6%63.5％自己資本比率

――1.46倍1.08倍＜参考＞PBR
注：為替レート（対米国ドル/円） 2024年12月末 158.18円 2025年12月末 156.56円

売上高、各段階利益(営業利益を除く)は過去最高を更新
自己株式取得を実施し、自己資本比率は59.6％に低下、ROEは12.5％となった
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120,639 152

2,406

△ 556
△ 692

188 122,138

2025年
３月期

日本 北米 東アジア 東南アジア 調整額 2026年
３月期

売上高の増減要因

（百万円）

北米セグメントでの当社受注車種の増産や為替が寄与
東アジアおよび東南アジアセグメントの減収をカバーし、前期比1.2％増

受注車種の増産
為替影響（メキシコペソ）
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営業利益の増減要因

△ 110
7,324

△ 672

1,926 261 322 9,052

2025年
3月期

日本 北米 東アジア 東南アジア 調整額 2026年
3月期

原価改善実績のある中国メンバーをメキシコへ派遣し、拠点間協力を推進したことで
北米セグメントの業績が改善し、前期比23.6％増

人的資本投資の増加

（百万円）

原価改善プロジェクトを立ち上げ
拠点間協力によりメキシコ拠点が大幅改善
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55,769 
57,710 57,863 

2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期

売上高

セグメント概況（日本）

5,232 
4,767 

4,095 

9.4%
8.3%

7.1%

2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期

営業利益
営業利益率

営業利益
（百万円）

△672
（△14.1%）

（百万円）

売上高は152百万円増加し、57,863百万円
営業利益は672百万円減少し、4,095百万円

＋152
(＋0.3%)

ESquare®（イースクエア）の推進により売
上拡大を図るとともに、生産工程の自働化
や高速化の推進により製造費用を低減し、
収益改善を図る

自動車生産台数は前期比で減少も、
価格改定等により売上高は微増
人的資本投資の増加などにより減益

今後の対応

2026年3月期概況
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セグメント概況（北米）
売上高は2,406百万円増加し、47,646百万円
営業利益は1,926百万円増加し、1,780百万円

42,901 
45,239 

47,646 

2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期
△ 1,712

△ 145

1,780

△4.0% △0.3%

3.7%

営業利益
営業利益率

+1,926

+2,406
（+5.3%）

売上高 営業利益

2025年3月期 2026年3月期2024年3月期

（百万円） （百万円）

原価改善の実績がある中国メンバーのメキ
シコへの派遣を継続し、収益力のさらなる
向上と改善効果の定着、自走力の向上を
図る

自動車生産台数は前期比で減少も、
受注車種の増産と為替が寄与し、増収
拠点間協力を推進することでメキシコ拠点
の業績が大幅に改善し、増益

今後の対応

2026年3月期概況
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セグメント概況（東アジア）
売上高は556百万円減少し、10,469百万円
営業利益は261百万円増加し、627百万円

13,152 

11,025 10,469 

2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期

708

365

627

5.4%
3.3%

6.0%

2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期

営業利益
営業利益率

＋261
（＋71.6%）

（百万円）

△556
（△5.０%）

売上高 営業利益
（百万円）

新工場に生産をシフトさせ、価格競争力を
高めるとともに受注拡大と収益改善を図る
中長期的な事業基盤強化に向け、欧州
メーカー向け販売促進を図る
日本の自動車メーカー納入製品の生産を
中国で請負うことを推進することで、中国
国内の売上減少をカバーし、グループ全体
の収益向上を図る

日本車シェアの低迷により減収
原価低減活動および中国内陸部の新工場
の稼働等、セグメント内最適生産を進めた
結果、増益

今後の対応

2026年3月期概況
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セグメント概況（東南アジア）
売上高は692百万円減少し、12,184百万円
営業利益は110百万円減少し、2,432百万円

12,896 12,876 12,184 

2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期

2,413 
2,542 2,432 

18.7% 19.7% 20.0%

2024年3月期 2025年3月期 2026年3月期

営業利益
営業利益率

（百万円）

△110
（ △4.4%）

△692
（△5.4%）

売上高 営業利益
（百万円）

タイからインドネシアに移設した樹脂押出設
備の活用により収益を改善するとともに、
価格競争力の向上により新規受注の拡大
を図る

自動車生産台数が前期比で減少し、減収
原価低減活動の推進により費用を抑制し、
利益率は維持

今後の対応

2026年3月期概況
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損益計算書（連結）

増減額2026年3月期2025年3月期（百万円）
1,498122,138120,639売上高
△51398,69799,211売上原価
2,01223,44021,428売上総利益

28414,38814,103販売費及び一般管理費
1,7279,0527,324営業利益
1,2083,7362,527営業外収益
△6361,5982,234営業外費用

3,57211,1897,617経常利益
4,3874,42234特別利益
1,1751,19014特別損失

6,78414,4217,637税金等調整前当期純利益
1,0463,0692,023法人税、住民税及び事業税

△1,139△1,139―過年度法人税等
△197448645法人税等調整額

711,0811,010非支配株主に帰属する当期純利益
7,00210,9603,957親会社株主に帰属する当期純利益

営業利益の増加に加え、投資有価証券売却益を特別利益に計上した結果、
親会社株主に帰属する当期純利益が増益
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貸借対照表（連結）

増減額2026年3月期末2025年3月期末(百万円)
4,11851,92747,808現金及び預金

56717,36316,796売掛債権及びその他債権
5197,8747,354棚卸資産

△47130,53331,004有形及び無形固定資産
2,83325,71122,877投資有価証券
1,39813,95812,559その他資産

8,966147,367138,400資産合計
△1,2848,83710,122買掛債務

5,75324,18018,426借入債務
3,88722,01818,130その他債務

8,35655,03546,679負債合計
△3,20163,34266,543株主資本

3,15524,54721,392その他包括利益
6564,4423,785非支配株主持分
61092,33291,721純資産合計

8,966147,367138,400負債・純資産合計

中長期経営計画の資本政策を着実に実行し、株主資本が減少
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キャッシュ・フロー

主な要因増減額2026年3月期2025年3月期（百万円）

・当期純利益の増加2,97112,2149,243営業CF

・投資有価証券の売却による収入4,9313,486△856△4,342投資CF

・自己株式の取得による支出△7,440△6,848△9,725△2,877財務CF

―611,039977換算差額

―2,67244,26541,592
現金及び
現金同等物
期末残高注：

営業CFの増加および投資有価証券の売却による収入などで、投資CFは増加
財務CFにおいては、自己株式の取得による支出により減少

注：3か月超の預金を除く
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2027年3月期 業績/配当予想

2
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2027年3月期 業績予想
外部環境の不確実性等が高いことに加え、自動車生産台数の減少および材料価格の高騰を前提
として売上高は減収の見込み
売上の減少に伴う操業度益の低下および材料価格の高騰等により、営業利益は減益の見込み

増減率増減額2027年3月期
予想

2026年3月期
実績(百万円)

△3.4%△4,138118,000122,138売上高

△17.1%△1,5527,500
(6.4％)

9,052
(7.4％)

営業利益
（営業利益率）

△23.1%△2,5898,60011,189経常利益

△40.7%△4,4606,50010,960親会社株主に帰属する
当期純利益

ー△119.57174.24293.811株当たり
当期純利益（円）

注：為替レート（対米国ドル/円） 2025年12月末 156.56円 2027年3月期 想定レート 156円
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122,138

△ 1,220 △ 806
△ 1,258

△ 1,198
345 118,000

2026年
３月期
実 績

日本 北米 東アジア 東南アジア 調整額 2027年
３月期
計 画

売上高の減少要因

（百万円）

外部環境の不確実性等が高いことに加え、自動車生産台数の減少および材料価格の高騰を前提
として売上高は減収の見込み
材料費等のコスト上昇分に対して適切な価格転嫁を進め、収益を確保する



19

C
opyrightc N

IS
H

IK
A

W
A

 R
U

B
B

E
R

 C
O

.,LTD
. A

ll R
ight R

eserved.

営業利益の減少要因

△ 242

9,052

△ 548 △ 224 △ 420 △ 116
7,500

2026年
3月期
実 績

日本 北米 東アジア 東南アジア 調整額 2027年
3月期
予 想

売上の減少に伴う操業度益の低下および材料価格の高騰等により、営業利益は減益の見込み
生産工程の自働化や高速化等による生産性向上活動を推進し、原価低減を図る

（百万円）
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13

91 92
91.5

92 92

2024年
３月期

2025年
３月期

2026年
３月期
予定

2027年
３月期
予想

2028年
３月期
計画

2031年
３月期
計画

中間配当

期末配当

183

1株当たり配当額 推移

注：当社は、2025年4月1日付で普通株式1株につき2株の割合で株式分割を行っております。
上記の1株当たり配当額の推移は、2024年3月期の期首に当該株式分割が行われたと仮定して、中間配当・期末
配当額を表示しております。

（予定）

（予定）

DOE8％程度

2027年3月期 配当予想

2027年3月期
予想

2026年3月期
予定

184円
(対前年＋1円増配)

183円
(前回予想＋1円増配)

年間
配当金

5.8%5.7%
配当

利回り

102.6％62.3％
配当
性向 （予想）

（予想）

184
（予想）

104.5
※2026年5月8日の終値3,190円で計算

（円）

当社は最適な自己資本比率を55％と定め、ROE9％を目指す
連結の株主資本配当率（DOE）年間8％程度とする配当方針に従い、配当を実施
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3
2030年 グローバル中長期経営計画への
取り組み
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北 米日 本

東アジア 東南アジア

2030年 グローバル中長期経営計画の進捗①
セグメント別成長戦略の実施状況

軽音・静音の差別化製品「ESquare 」(イースクエア)
のプロモーションと海外関係会社への技術移転に取り
組み、シェアアップによる売上拡大を図る。

欧州自動車メーカーへのプロモーション活動を強化する
ために発足した第二営業本部の活動を加速させ、受注
拡大に取り組む。

メキシコ拠点へ中国子会社の生産改善チームを送り、
現場を巻き込む改善を実行。収益向上に寄与。

生産性の改善とガバナンス強化の両面での支援を継
続し、経営基盤を盤石にした上で、さらなる成長に向け
た経営資源の投入を図る。

労務費が高騰する上海地区から内陸部の新工場に
生産をシフト。価格競争力を高め、中国自動車メー
カーからの受注拡大と収益性の改善を図る。

日本の自動車メーカー納入製品の生産を請負い、
中国における日系自動車の販売低迷に伴う売上減少
をカバーするとともに、グループ全体の収益性を向上。

自動車販売台数が減少する中、売上低下時も収益を
確保できる構造改革を進める。

インドネシア子会社の内製化比率を高めるため、タイの
子会社から樹脂製品の押出生産設備を移設。
2026年3月時点で約80％の製品が内製化完了。
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2030年 グローバル中長期経営計画の進捗②

391 391 391 384 385 502 

3,299

391 391 391 384 463 

3,534 

504 

7,404 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

2026年
3月期

2025年
3月期

2024年
3月期

2023年
3月期

2022年
3月期

2021年
3月期

2020年
3月期

株主還元額 推移

3,335

2026年3月期中間配当

1株当たり配当金 91円

配当総額 32億円
自己株式 取得

取得株式総数 240万株

取得価額総額 74億円

配当方針

自己株式取得 2026年3月期から6年間で発行済株式総数の6％実施する

（2025年9月9日実績）

（発行済株式総数に対する割合 6％）

1株当たり配当金 92円

配当総額 33億円

2025年10月31日に299万株（発行済株式総
数の7.48％ ）の消却を実行

（百万円）

資本政策①：株主還元方針(最適な自己資本比率を55％と定め、ROE9％を目指す）

目標取得数
達 成

連結の株主資本配当率（DOE）を年間8％程度とする

2026年3月期期末配当
（2026年6月26日支払開始予定）配当総額（中間）

配当総額（期末）
自己株式取得総額

実施状況 上記方針に沿った配当実施（2026年3月期 中間配当91円/株、期末配当92円/株）

2025年9月に発行済株式総数の6％相当（240万株）取得完了実施状況
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資本政策②：政策保有株式の売却

2030年 グローバル中長期経営計画の進捗③

政策保有株式の残高および純資産比率の推移

2028年3月期までに100億円規模の政策保有株式を売却売却方針

着実に売却を進め、目標額に対し49％(49億円)完了

（百万円）

2028年
3月期

2026年
3月期

2025年
3月期

2024年
3月期

2023年
3月期

22.5%
27.7% 22.6% 24.8%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

売却益売却総額売却数銘柄名

4,300
百万円

4,738
百万円

5,935,200
株

ダイキョー
ニシカワ

118
百万円

198
百万円

135,900
株

その他
２銘柄

4,419
百万円

4,937
百万円

ー合 計

政策保有株式 売却内訳

売却を実施しなかった場合の差額 約51億円
(26年3月末の株価で算出) 25億円

売却予定
25億円

売却予定

2027年
3月期

実施状況

売却目標額 100億円
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ガバナンス高度化：取締役会実効性評価の実施

2030年 グローバル中長期経営計画の進捗④

ガバナンス体制の見直しによる効果を最大化し、取締役会の実効性のさらなる向上を図ることを
目的に、取締役会の実効性に関する評価の手法・プロセスを高度化

2025年度従来

各取締役へのアンケート
および個別インタビュー
アンケートにおいて、取締役相互
のピアレビューも実施

各取締役への
アンケート評価手法

外部機関による評価・分析
外部機関からの評価を踏まえた
取締役会での審議

外部機関の助言に
よる自己評価・分析

評価
プロセス

2025年度取締役会実効性評価実施概要およびプロセス

実施概要

評価対象者 ：全取締役8名
評価者 ：外部機関
評価手法 ：各取締役へのアンケートおよび個別インタビュー
評価期間 ：2025年８月～10月（準備期間含む）

評価
プロセス

取締役個人の相互評価（ピ
アレビュー）を含む各取締役
への匿名アンケートを作成する
とともに、回答内容に関する
考えを直接確認するため、各
取締役への個別インタビューを
実施

アンケートの回答および個別イ
ンタビューによって得られた結
果を集計・分析し、取締役会
の実効性における重要課題
および今後の対応方針を導
出

2025年10月15日の当社取
締役会にて外部機関から評価
結果が報告され、同日および同
年11月18日の取締役会にて
今後の対応方針について議論

同年12月17日の取締役会に
て公表内容について決議

(1)2025年８月～10月
：外部機関による評価・分析

(2) 2025年10月～12月
：取締役会での審議
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IR窓口

管理本部 総務部長

山本 隆司
082-237-9371

本資料には、将来の業績に関する記述が含まれています。こうした記述は、将来の業績
を保証するものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。将来の業績は、経営
環境の変化などにより、実際の結果と異なる可能性があることにご留意ください。また、
本資料は情報の提供のみを目的としており、取引の勧誘を目的としておりません。

問合せ先責任者

常務執行役員

山本 秀至


